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1　

実
は
身
近
な
相
続
問
題

「
相
続
で
揉
め
る
の
は
、
資
産
家
だ
け
」

「
自
分
は
さ
し
た
る
資
産
も
な
い
か
ら
、

相
続
は
簡
単
」

「
う
ち
は
、
家
族
の
仲
が
い
い
か
ら
、
相

続
で
揉
め
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
」

　

等
等
と
お
考
え
の
会
員
は
、
多
数
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
人
生
に
は
必
ず
終
わ
り
が
あ

る
よ
う
に
、
ほ
ぼ
全
て
の
人
に
、
遺
産
相

続
は
発
生
し
得
る
課
題
で
す
。

　

最
高
裁
判
所
が
発
表
し
た
令
和
4
年
の

『
司
法
統
計
年
報
』
を
参
照
す
る
と
、
全

国
の
家
庭
裁
判
所
で
扱
わ
れ
た
相
続
事
件

6
8
5
7
件
中
、
遺
産
の
価
額
が
1
0
0

0
万
円
以
下
の
事
件
は
2
2
9
6
件
で
、

全
体
の
33
・
5
％
を
占
め
ま
す
。
逆
に
、

遺
産
価
額
が
1
億
円
を
超
え
る
よ
う
な
事

件
は
全
体
の
20
％
程
度
に
留
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
遺
産
の

額
が
少
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
起
こ
る
可

能
性
は
否
定
で
き
な
い
の
が
遺
産
相
続
の

問
題
で
あ
っ
て
、
財
産
を
残
す
本
人
（
被

相
続
人
）
が
元
気
な
う
ち
か
ら
、
十
分
な

対
策
を
練
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
、
遺
産
相
続
な
の
で
す
。

　

実
際
に
行
政
書
士
と
し
て
開
業
し
て
以

来
、
相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
に
、
億

単
位
の
遺
産
を
巡
る
も
の
は
、
こ
れ
ま
で

な
い
の
が
現
状
で
す
（
そ
う
し
た
事
件
は
、

弁
護
士
や
税
理
士
の
職
分
に
入
る
か
ら
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
）。
実
際
に
、
遺
産
相

続
事
件
を
扱
う
専
門
家
の
話
を
聞
く
と
、

わ
ず
か
数
百
万
円
の
遺
産
を
争
っ
て
、
相

続
人
の
間
で
深
刻
な
対
立
が
発
生
し
、
感

情
的
な
要
因
も
加
わ
っ
て
、
争
い
が
長
引

く
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
「
普
通
の
家
」
で
も
、
十
分
発
生
す
る

可
能
性
が
あ
る
の
が
、
相
続
問
題
で
す
。

2　

そ
も
そ
も
相
続
と
は

　

そ
も
そ
も
、
相
続
と
は
何
で
し
ょ
う

か
？

　

法
的
に
は
、「
相
続
」
と
は
、「
亡
く
な
っ

た
人
（
被
相
続
人
）
の
財
産
（
全
て
の
権

利
や
義
務
。
一
身
に
専
属
す
る
も
の
（
資

格
、免
許
等
）
を
除
く
）
を
、相
続
人
（
一

人
ま
た
は
複
数
人
）
が
引
き
継
ぐ
こ
と
」

を
い
い
ま
す
。

　

財
産
に
は
、
主
と
し
て
不
動
産
や
現
金

（
預
貯
金
を
含
む
）、
金
融
商
品
（
株
式
、

投
資
信
託
、
国
債
等
）、
債
権
（
他
人
に

貸
し
た
金
）、自
動
車
、ゴ
ル
フ
場
会
員
権
、

金
銭
的
価
値
の
あ
る
骨
董
品
等
が
あ
り
ま

す
が
、こ
れ
ら
の
他
に
、債
務
（
借
金
、ロ
ー

ン
）、
債
務
保
証
の
よ
う
な
負
の
遺
産
も

あ
り
ま
す
。

　

相
続
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
し
た
日
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
金
融
機
関
が
人
の
死

を
知
る
と
、
そ
の
人
の
口
座
は
凍
結
さ
れ

ま
す
の
で
、
遺
産
相
続
の
手
続
が
完
了
し

な
い
と
、
預
貯
金
の
引
出
し
や
金
融
商
品

の
換
金
が
不
可
能
と
な
り
ま
す
。
不
動
産

の
名
義
変
更
、
売
却
も
同
様
で
す
。

3　

誰
が
相
続
人
？

　

一
般
に
、
相
続
人
と
聞
い
て
、
思
い
浮

か
ぶ
の
は
、
夫
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
そ

の
妻
と
子
ど
も
で
し
ょ
う
。
事
実
、
そ
う

い
う
例
が
多
い
の
で
す
が
、
民
法
の
定
め

る
範
囲
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

①　

妻
や
夫

　

被
相
続
人
の
妻
や
夫
（
配
偶
者
）
は
、

常
に
相
続
人
と
な
り
ま
す
。
離
婚
し
た
、

以
前
の
配
偶
者
は
相
続
人
と
は
な
り
ま
せ

ん
。
内
縁
の
相
手
は
、
配
偶
者
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

②　

子
ど
も
、
孫
（
直
系
卑
属
）

　

次
に
、
被
相
続
人
の
子
ど
も
も
、
相
続

人
と
な
り
ま
す
。
離
婚
し
た
旧
配
偶
者
と

の
間
の
子
ど
も
や
非
嫡
出
子
（
婚
姻
関
係

に
な
い
者
と
の
間
の
子
）
も
、
相
続
人
と

な
る
こ
と
は
同
じ
で
す
。
子
ど
も
が
被
相

続
人
よ
り
先
に
死
亡
し
て
い
た
場
合
に

は
、
孫
が
相
続
人
（
直
系
卑
属
と
総
称
し

ま
す
）
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
、
代
襲
相

続
と
い
い
ま
す
。
養
子
や
婚
外
子
も
、
相

続
人
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
再
婚
し
た
配

偶
者
の
子
ど
も
（
連
れ
子
）
は
、
被
相
続

人
の
生
前
に
養
子
縁
組
を
し
な
い
限
り
、

相
続
人
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

③　

父
や
母
、
祖
父
母
（
直
系
尊
属
）

　

父
や
母
、
祖
父
母
の
よ
う
な
直
系
尊
属

も
、
相
続
人
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

被
相
続
人
に
、
直
系
卑
属
が
い
な
い
場
合

に
限
り
、
父
母
が
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

被
相
続
人
よ
り
先
に
父
母
が
死
亡
し
て
い

て
も
、
祖
父
母
が
顕
在
で
あ
れ
ば
、
祖
父

母
が
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

④　

兄
弟
姉
妹
等

　

被
相
続
人
に
子
も
孫
も
な
く
、
親
も
祖

父
母
も
い
な
い
場
合
、
被
相
続
人
の
兄
弟

姉
妹
が
相
続
人
と
な
り
ま
す
。
兄
弟
姉
妹

相
続
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て

安
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が
先
に
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
子（
甥
、
姪
）が
代
襲
相
続
し
ま
す
。
甥
、

姪
の
子
に
代
襲
相
続
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

配
偶
者
は
常
に
相
続
人
と
な
り
ま
す

が
、
被
相
続
人
に
子
・
孫
の
い
な
い
場
合
、

父
母
か
兄
弟
姉
妹
が
相
続
人
に
加
わ
り
、

相
続
は
複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

4　

ど
の
よ
う
に
財
産
を
分
割
す
る
の

か
？

　

遺
産
の
相
続
分
も
、
民
法
に
規
定
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

①　

相
続
人
が
配
偶
者
と
子
ど
も
の
場
合

　

配
偶
者
1
／
2
、
残
り
の
1
／
2
を
子

ど
も
が
均
分
し
ま
す
。

②　

相
続
人
が
子
ど
も
の
み
の
場
合

　

子
ど
も
全
員
で
、
遺
産
を
均
分
し
ま
す
。

③　

相
続
人
が
配
偶
者
と
父
母
・
祖
父
母

の
場
合

　

配
偶
者
が
2
／
3
を
、
残
り
の
1
／
3

を
父
母
、
ま
た
は
祖
父
母
で
均
分
し
ま
す
。

④　

相
続
人
が
配
偶
者
と
兄
弟
姉
妹
の
場

合
　

配
偶
者
が
3
／
4
を
、
残
り
の
1
／
4

を
兄
弟
姉
妹
で
均
分
し
ま
す
。

　

法
律
で
は
、
遺
産
の
分
割
は
以
上
の
よ

う
に
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
相
続
の
実

際
は
、
こ
の
よ
う
に
明
快
に
行
く
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
、
後
述
し
ま
す
。

5　

相
続
税
は
？

　

相
続
財
産
に
は
、
相
続
税
が
か
か
り
ま

す
。

　

以
前
は
、
相
続
税
と
は
富
裕
層
だ
け
が

対
象
と
い
う
理
解
が
一
般
に
あ
り
、
中
所

得
者
以
下
に
は
、
無
縁
の
税
だ
と
思
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
違
い

ま
す
。

　

相
続
財
産
に
は
、
基
礎
控
除
額
が
あ
り

ま
す
。
相
続
財
産
の
価
額
が
、
こ
の
額
以

下
で
あ
れ
ば
、
相
続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
26
年
ま
で
の
相
続
で
は
、
基
礎
控

除
額
は
「
5
0
0
0
万
円
＋
1
0
0
0
万

円
×
法
定
相
続
人
の
数
」
で
し
た
。
例
え

ば
、
法
定
相
続
人
が
妻
と
子
ど
も
2
人
の

場
合
、
遺
産
の
価
額
が
8
0
0
0
万
円
ま

で
は
、
相
続
税
が
か
か
ら
な
か
っ
た
の
で

す
。

　

し
か
し
、
平
成
27
年
か
ら
は
、
基
礎
控

除
額
が
「
3
0
0
0
万
円
＋
6
0
0
万
円

×
法
定
相
続
人
の
数
」
に
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
。
右
の
例
で
は
、
4
8
0
0
万
円

が
基
礎
控
除
額
と
な
り
、
遺
産
価
額
が
こ

れ
を
超
え
る
場
合
に
は
、
相
続
税
の
支
払

い
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

般
に
首
都
圏
に
不
動
産
を
持
ち
、
預
貯
金

の
額
が
1
0
0
0
万
円
を
超
え
る
よ
う
な

場
合
に
は
、
相
続
税
の
こ
と
を
事
前
に
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
方
は
、
一
度
税
理
士
に

相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

6　

意
外
と
揉
め
る
？　
「
普
通
の
家
」

の
相
続

　

遺
産
相
続
が
、
意
外
と
現
実
的
な
問
題

で
あ
る
こ
と
は
、
以
上
で
お
分
か
り
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
家
庭
裁
判
所
に
持

ち
込
ま
れ
る
相
続
事
件
は
、
1
／
3
が
遺

産
価
額
1
0
0
0
万
円
以
下
の
ケ
ー
ス
で

す
。

　

民
法
で
、
遺
産
の
分
割
割
合
が
決
め
ら

れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
現
実
に
は
そ
う

簡
単
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
残
さ

れ
た
家
の
価
額
が
2
0
0
0
万
円
で
、
現

金
が
1
0
0
0
万
円
の
場
合
、
こ
れ
を
ど

う
分
割
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
相
続
人

が
妻
と
子
ど
も
二
人
の
場
合
、
法
的
に
は

妻
1
5
0
0
万
円
、
子
は
各
7
5
0
万
円

を
相
続
す
る
権
利
を
得
ま
す
。
し
か
し
、

現
金
は
と
も
か
く
、
家
は
実
際
に
分
割
す

る
こ
と
は
至
難
で
す
。
売
却
し
て
現
金
化

し
、
そ
れ
を
分
割
で
き
れ
ば
簡
単
で
す
が
、

多
く
の
妻
は
、
夫
と
の
思
い
出
の
詰
ま
っ

た
家
に
、
そ
の
ま
ま
暮
ら
し
た
い
と
考
え

る
は
ず
で
す
。
か
と
い
っ
て
、
子
ど
も
に

現
金
全
て
を
譲
っ
て
、
家
を
相
続
し
た
と

し
て
も
、
当
面
の
生
活
費
の
心
配
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
年
金
が
受
給
で
き

る
年
齢
に
達
し
て
い
な
け
れ
ば
働
き
に
出

る
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、
年

齢
や
健
康
状
態
に
よ
り
、
そ
れ
も
ま
ま
な

ら
な
い
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

子
ど
も
が
現
金
の
相
続
だ
け
で
満
足
し
て

く
れ
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
、
あ
く
ま
で
法

律
ど
お
り
の
相
続
を
主
張
し
た
場
合
、
残

り
の
5
0
0
万
円
を
捻
出
せ
ざ
る
を
得

ず
、
手
元
に
現
金
が
な
く
、
金
融
機
関
か

ら
の
融
資
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
最
悪
家
を
売
却
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
ま
す
。

　

片
方
の
配
偶
者
が
生
き
て
い
る
場
合
の

相
続
を
一
次
相
続
と
い
い
ま
す
が
、
残
り

の
配
偶
者
が
な
く
な
っ
た
場
合
の
相
続

を
、
二
次
相
続
と
い
い
ま
す
。
一
次
相
続

で
は
親
の
手
前
、
子
ど
も
も
一
般
に
主
張

は
控
え
目
に
な
り
ま
す
が
、
二
次
相
続
と

な
る
と
、
そ
う
い
っ
た
遠
慮
も
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
相
続
人
当
人
が
消
極
的
な

場
合
で
も
、
そ
の
配
偶
者
が
た
き
つ
け
て
、

遺
産
相
続
争
い
を
激
烈
な
も
の
に
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
相
続
人
の
配
偶
者
に
と
っ

て
、
相
続
人
の
親
や
兄
弟
姉
妹
は
所
詮
赤

の
他
人
で
あ
り
、
身
内
と
し
て
の
情
愛
も

湧
き
難
く
、
当
の
相
続
人
以
上
に
熱
心
に
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遺
産
の
取
り
分
を
主
張
し
た
り
し
ま
す
。

　

富
裕
層
の
場
合
、
分
け
る
パ
イ
自
体
が

大
き
く
、
不
動
産
を
複
数
所
有
し
て
い
る

こ
と
も
あ
る
の
で
、
遺
産
分
割
に
は
実
は

そ
れ
ほ
ど
手
間
が
か
か
ら
な
い
の
が
一
般

的
で
す
。
し
か
し
、
パ
イ
の
小
さ
い
普
通

の
家
庭
は
、
逆
に
パ
イ
が
小
さ
い
故
に
泥

沼
に
は
ま
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
あ
る

専
門
家
に
よ
る
と
、
相
続
で
持
ち
込
ま
れ

る
相
談
で
最
も
多
い
の
は
、
遺
産
が
「
自

宅
＋
老
後
資
金
の
余
り
」
と
い
う
パ
タ
ー

ン
だ
そ
う
で
す
。

7　

円
満
な
相
続
の
た
め
に

─
元
気

な
う
ち
か
ら
で
き
る
準
備

　

普
通
の
家
庭
で
も
、
予
め
遺
産
相
続
の

問
題
に
対
策
を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
は
、
承
知
し
て
い
た
だ
け
た
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
深
刻
に

考
え
過
ぎ
る
理
由
も
あ
り
ま
せ
ん
。
準
備

次
第
で
は
、
円
満
に
相
続
を
行
い
、
残
さ

れ
た
家
族
の
関
係
が
良
好
に
な
る
よ
う
に

す
る
こ
と
も
十
分
可
能
で
す
。

　

実
際
、
民
法
に
よ
れ
ば
、
夫
に
死
な
れ

た
妻
（
配
偶
者
）
は
、
相
続
で
家
の
「
所

有
権
」
を
子
に
譲
っ
て
も
、「
配
偶
者
居

住
権
」
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
（
令
和
2
年
改
正
に
よ
る
）。

こ
の
制
度
を
活
用
す
れ
ば
、
相
続
時
に
家

の
所
有
権
を
子
ど
も
に
譲
っ
て
も
、
妻
は

残
さ
れ
た
家
に
住
み
続
け
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
但
し
、
こ
の
制
度
は
遺
言

や
遺
産
分
割
協
議
書
に
記
載
さ
れ
な
け
れ

ば
使
え
ま
せ
ん
。

　

遺い

言ご
ん

と
い
う
文
言
が
出
て
来
ま
し
た

が
、
法
律
に
則
っ
て
残
す
遺
言
は
、
遺
産

相
続
を
円
満
に
行
わ
せ
る
上
で
、
非
常
に

大
き
な
効
果
を
発
す
る
ツ
ー
ル
で
す
。

　

遺
言
と
は
「
被
相
続
人
の
財
産
に
関
す

る
最
終
の
意
思
表
示
」
で
す
。
死
後
、
被

相
続
人
が
思
う
よ
う
に
遺
産
を
処
理
で
き

ま
す
。
法
的
な
要
件
が
定
ま
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
遵
守
し
た
上
で
、
常
に
文
書
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
遺
言
に
は
法
的

拘
束
力
が
あ
り
、
大
き
く
分
け
て
①
自
筆

証
書
遺
言
と
②
公
正
証
書
遺
言
の
二
種
類

が
あ
り
ま
す
。

①　

自
筆
証
書
遺
言

　

文
字
通
り
、
自
ら
ペ
ン
を
取
っ
て
、
紙

の
上
に
書
く
遺
言
書
で
す
。
書
式
は
決

ま
っ
て
お
り
、
内
容
、
日
付
、
氏
名
が
全

て
自
筆
で
書
か
れ
、
押
印
（
三
文
判
で
も

可
能
だ
が
、
実
印
が
無
難
）
さ
れ
、
封
筒

に
入
れ
、
封
が
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

主
文
は
自
筆
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

財
産
目
録
は
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
誰
で
も
簡
単

に
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
法
的

要
件
を
欠
い
て
い
た
り
す
れ
ば
効
力
が
な

か
っ
た
り
、
被
相
続
人
の
死
後
、
開
封
前

に
家
庭
裁
判
所
に
よ
る
検
認
と
い
う
手
続

き
を
経
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
忘
れ
去
ら
れ
た

り
、
隠
滅
さ
れ
た
り
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。

②　

公
正
証
書
遺
言

　

こ
れ
は
、
公
証
人
（
裁
判
官
や
検
察
官

を
引
退
し
た
法
律
の
専
門
家
）
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
る
遺
言
書
で
あ
り
、
専
門
家
の

手
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
法
的
な
誤
り
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
（
当
然
、

遺
言
を
巡
る
訴
訟
等
に
発
展
す
る
心
配
が

な
い
）。
公
正
証
書
遺
言
は
公
証
人
役
場

に
お
い
て
保
管
さ
れ
る
の
で
、
忘
失
・
隠

滅
の
恐
れ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
公
証
人
へ
の

報
酬
等
費
用
が
か
か
り
、
証
人
2
人
を
用

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
デ
メ

リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
、
家
庭
裁
判
所
に

よ
る
検
認
の
手
続
も
不
要
で
、
遺
言
を
残

す
な
ら
ば
、
公
正
証
書
遺
言
を
強
く
お
勧

め
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

遺
言
を
残
す
上
で
最
も
注
意
す
る
と
す

れ
ば
、
相
続
人
の
遺
留
分
に
配
慮
す
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
遺
留
分
と

は
、
最
低
限
相
続
で
き
る
権
利
を
い
い
ま

す
。
子
ど
も
が
3
人
い
る
と
し
て
、
全
て

の
財
産
を
長
子
に
相
続
さ
せ
る
と
遺
言
で

書
い
て
も
、
残
る
2
子
に
は
、
各
々
法
定

相
続
分
の
1
／
2
の
相
続
を
受
け
る
権
利

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
権
利
は
、
遺
言
の
内

容
の
上
位
に
あ
り
、
遺
言
を
覆
す
効
力
が

あ
り
ま
す
（
公
証
人
な
ら
ば
、
作
成
の
過

程
で
こ
う
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ

る
は
ず
で
す
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
遺

言
を
残
す
際
に
は
、
内
容
に
問
題
が
な
い

か
ど
う
か
、
事
前
に
弁
護
士
、
税
理
士
、

司
法
書
士
、
行
政
書
士
の
よ
う
な
専
門
家

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
る
方
が
よ
ろ
し
い

で
し
ょ
う
。
な
お
、
一
度
作
成
し
た
遺
言

は
、
新
し
い
遺
言
に
よ
っ
て
取
り
消
す
こ

と
が
可
能
で
す
。
遺
言
が
複
数
あ
る
場
合

に
は
、
最
も
新
し
い
日
付
の
遺
言
が
有
効

と
さ
れ
ま
す
。
書
式
、
内
容
等
に
法
的
問

題
が
な
け
れ
ば
、
公
正
証
書
遺
言
を
自
筆

証
書
遺
言
で
取
り
消
す
こ
と
も
可
能
で

す
。

　

他
に
、
相
続
人
を
受
取
人
と
す
る
死
亡

保
険
に
加
入
し
て
お
く
と
い
う
方
法
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
相
続
財
産
に
入
ら
ず
、

遺
産
争
い
を
軽
減
す
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
例
え
ば
、
現
金
で
の
遺
産
の
受
け

取
り
を
少
な
く
す
る
相
続
人
を
保
険
金
の

受
取
人
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
金
銭
面

で
の
不
満
を
あ
る
程
度
和
ら
げ
ら
れ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
生
前
に
保
険
料

を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
デ
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メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

お
わ
り
に

　

遺
産
相
続
は
、
普
通
の
家
庭
を
含
む
誰

に
も
訪
れ
る
課
題
で
あ
り
、
一
つ
間
違
え

ば
、
相
続
が
骨
肉
の
争
い
と
な
る
「
争
族
」

に
発
展
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
は
、
本
稿

に
よ
っ
て
お
分
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い

ま
す
。
相
続
に
は
民
法
、
税
法
等
の
法
律

が
関
係
し
て
お
り
、
成
功
裏
に
導
く
た
め

に
は
、
こ
れ
ら
に
の
っ
と
っ
て
合
理
的
に

こ
と
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
が
死
ん
だ
後
も
、
残
さ
れ
る
家
族

に
は
円
満
に
仲
良
く
暮
ら
し
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
の
は
、
誰
し
も
思
う
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
。
で
す
が
、
無
防
備
・
非
理
論
武

装
で
は
、
そ
う
し
た
願
い
も
、
裏
切
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
分
の
相
続

の
準
備
は
、
頭
が
ク
リ
ア
で
、
動
き
回
る

こ
と
が
で
き
、
健
康
的
に
も
大
き
な
問
題

が
な
い
時
点
か
ら
始
め
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。
遅
過
ぎ
る
よ
り
、
早
過
ぎ
る
方

が
ベ
タ
ー
で
す
。
遺
言
を
、
縁
起
が
悪
い

と
思
わ
ず
、
む
し
ろ
家
族
に
残
せ
る
思
い

や
り
だ
と
お
考
え
に
な
る
方
が
よ
ろ
し
い

で
し
ょ
う
。

　

平
成
廿
参
年
の
頃
、
お
ほ
な
ゐ
ふ
る
こ

と
侍
り
き
。
そ
の
さ
ま
、
よ
の
つ
ね
な
ら

ず
。
山
く
づ
れ
て
川
を
埋
み
、
海
た
か
ふ

き
て
陸
を
ひ
た
せ
り
。
土
さ
け
て
水
わ
き

あ
が
り
…
。
一
つ
と
し
て
全
か
ら
ず
。

　

乳
母
は
市
ヶ
谷
台
に
伺
候
中
、
先
々
代

の
ち
ゃ
ら
爺
様
が
小
家
に
お
通
い
遊
ば
し

た
頃
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

爾
来
、
弥
生
と
長
月
は
防
災
関
連
行
事

や
報
道
が
多
い
よ
う
に
存
じ
ま
す
。
此
度

は
、
猫
様
と
防
災
に
つ
い
て
綴
っ
て
参
り

ま
す
。

●　

猫
と
防
災

　

発
災
後
、
社
会
は
混
乱
し
人
も
平
常
心

で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
猫
様
も
被
災
の

衝
撃
や
環
境
の
激
変
に
恐パ

ニ
ッ
ク慌

を
起
こ
す
御

方
も
お
ら
れ
る
な
ど
、
強
い
緊ス

ト
レ
ス張

を
感
じ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

災
害
時
は
何
よ
り
も
人
命
優
先
で
は
あ

り
ま
す
が
、
猫
飼
い
衆
・
下
僕
達
は
、
猫

様
を
お
護
り
す
る
た
め
に
最
善
を
尽
く
さ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
備
え
と
心
構
え

が
大
切
に
ご
ざ
い
ま
す
。

◯　

日
頃
か
ら
の
備
え　

　

災
害
は
突
然
発
生
し
ま
す
。
由
に
、
普

段
か
ら
の
備
え
は
欠
か
せ
ま
せ
ぬ
。

1　

住
居
の
防
災
対
策

・
住
居
の
耐
震
強
度
の
確
認

・
調
度
や
小ケ

ー
ジ檻

の
固
定
、
転
倒
・
落
下
防

止
、
定
期
的
な
点
検

・
小
檻
な
ど
避
難
所

ド
コ
ロ（

隠
れ
所
）
の
確
保

2　

家
族
の
話
し
合
い
や
近
往
衆
と
の
連

携　

─　

家
族
や
地
域
で
の
話
し
合
い

・
家
族
間
の
連
絡
方
法
や
集
合
場
所

・
猫
様
の
避
難
方
法
や
役
割
分
担

・
留
守
中
の
対
処
方
針
と
協
力
体
制

・
緊
急
時
の
預
け
先

3　

情
報
収
集
と
避
難
訓
練

・
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
と
所
要
時
間

・
危
険
箇
所
と
迂
回
路
の
確
認

・
同
行
避
難
訓
練
へ
の
参
加

4　

所
有
明
示
の
徹
底

・
首
輪
と
迷
子
札
の
装
着

・
集マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

積
回
路
小
片
の
装
着

5　

健
康
管
理
と
慣
ら
は
し

・

籠
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
グや

小
檻
な
ど
に
入
る
こ
と
を
嫌

が
ら
な
い

・
人
や
他
の
動
物
を
怖
が
ら
な
い

・
猫
用
厠
で
の
排
泄

・
各
種
予
防
の
接
種
と
寄
生
虫
の
予
防
、

駆
除

6　

備
蓄
品

優
先
順
位
1
─
命
や
健
康
に
関
わ
る
も
の

療
養
食
・
薬

・
食
餌
・
水
（
5
日
分
以
上
）

・
予
備
の
首
輪
、
安リ

ー

ド
全
紐
（
伸
び
な
い
も

の
）、
器
、
粘ガ

ム
テ
ー
プ

着
帯　

な
ど

優
先
順
位
2
─
僕
や
猫
様
の
情
報

・
僕
の
連
絡
先

・
猫
様
の
写
真
（
携
帯
に
画
像
保
存
も
）

・
予
防
接
種
状
況
、
既
往
症
、
健
康
状
態
、

か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院　

な
ど

優
先
順
位
3
─
猫
様
用
品

・
猫ペ

ッ
ト
シ
ー
ツ

様
用
敷
布

・
排
泄
物
の
処
理
用
具

・
厠
用
品
（
使
い
慣
れ
た
砂
）

・
手タ

オ
ル拭

、
刷ブ

ラ
シ子

・
櫛

・
濡

ウ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル

手
拭
や
清
浄
綿

・
合ビ

ニ
ー
ル

成
樹
脂
袋

・
お
気
に
入
り
の
玩
具
な
ど
匂
い
の
付
い

た
も
の

・
洗
濯
網　

な
ど

◯　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
の
対
応

　

災
害
時
に
猫
様
を
お
護
り
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
僕
が
無
事
で
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ぬ
。
落
ち
着
い
て
、
我
が
身
と
猫
様

の
安
全
を
守
り
ま
す
。

1　

人
の
身
の
安
全
確
保

2　

猫
様
の
安
全
確
保

・
恐
慌
対
処
・
鎮
静

・
籠
や
小
檻
に
緊
急
避
難

楓
之
典
君
乳
母
草
子

　

～
日
々
是
猫
日
～　

其
ノ
参

中
條　

恵
子　
陸
自
85




